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 S-P表(Student-Problem Score Table)

の 拡 張お よび 「拡 張S-P表 」 上 のP曲 線 か ら

得 られ る問 題 の等 質性 の評 価 につ いて,先 に報

告 した(1)。 今 回 は同様 の拡 張S-P表 か ら得 ら

れ る差 異係 数D*の 測 定 と評価 につ い て報 告す

る。差異係 数D*の 定 義 は本稿 では佐藤 氏の定

義(3)(4×7)に従 が い,こ れ を拡 張 した。即 ち 「実 際

に得 られ るS-P表 のS,P両 曲 線に囲 まれ た

部分 の面積 を,完 全S-P表 と無 作為S-P表

の それ ぞれ とS,P両 曲 線 に囲 まれた面積 で基

準化 した値 」 として 定義す る。 この定義 を 「拡

張S-P表 」 上 に拡 張 して大学 の期 末 テス トを

評価 した結 果,一 般 のS-P表 で報 告 され てい

る値(3)(6)と同 様 な値(0.5以 上 は要 注意)が 得 ら

れ た。差 異係数 に よ りテス ト結果 を評価 す る 目

的は,授 業 内容 とテス トの等 質性 を知 る こ とに

あ るが,こ の評価 方 法 は 「拡 張S-P表 」 上 で

も有効 であ る こ とが 分か った。

1.は じめ に

 「拡張S-P表 」 は,通 常行 なわれ る任意 配

点の記述 式 テ ス トに,S-P表 分 析法 を適 用す

す るこ とが で き ないか を試み る もので,作 成 法

につ いて は先 に報告 した(1)と お りの もの を 「拡

張S-P表 」 と呼 ぶ こ と とす る。S-P表 分 析

の研 究は,正 答 を1誤 答 を0と した 多数 の設問

形 式 の テス トにつ いて 多 く報 告(2)(3×4×6×7)され て

お り,差 異係数Dの 値 はD;0.5を 境 と して,

D<0.5の と きはDが 小 さい程 テス トの等 質性

が高 い。D二 〇.3と な る とか な り高 い。 D≧0.5

では 授 業 の順序,テ ス トの 出題 方法 に要 注 意 と

見 られ てい る。 また ドリル 型 テ ス トを授 業 の 区

切 りに行 な って,善 異係 数Dが0.3以 下(お よ

び得 点が 目標 に達す れ ば)と な る と,そ の授 業

を終 り次 の授業 に進 む とい う報告 もあ る。差 異

係数Dは テ ス トの等 質性 をマ クロに評価 す る係

数 であ り,個 々の問 題 の等 質性,あ るい は生徒

の等 質性 は注意 係数CP(1),お よ びCSに よ り評

価す るこ とに な る。 第2章 に一般 のS-P表 で

採用 され る差 異係数 の定 義 を述べ,第3章 で 「拡

張S-P表 」 におけ る差 異係 数 を定 義す る。第

4章 は評価 結果,第5章 に 本稿 の ま とめ を行 な

ってい る。「拡 張S-P表 」 につ いて も差 異 係数

D*に よ るテス トの等 質性 の評 価 が有効 であ る。

D*の 値 を悪 くす る要 因は,主 な 原因 は当 然授

業 と設問 の非等 質性 に あ るが,他 に も 「試験 の

時間 が足 りない」 また は カ ンニ ング等 があ る よ

うに思 える。
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2．S－P表における差異係数D

2・1 差異係数Dの定義

S－P表の拡張に関する考察（その2）

       づく程Oに近づき，無作為S－P表に近づく程

        1に近つ“く。Dの取る値はD≒1からD≧0の

       範囲にある。

 一般のS－P表における差異係数Dは，次の

式で定義される。

       S（N，n，P）
     D＝         （2，1）
       SR（N，n，P）

 但し，

     S（N，n，P）：実際に得られるS－

        P表（生徒数N，問題数n，

        平均正答卒P）のS，P両曲

        線に囲まれた部分の面積

     SR（N，n，P）：無作為S－P表（生

        徒数N，問題数n，平均回答

        率P）のS，P両曲線に囲ま

        れた部分の面積

 このように定義された差異係数Dの値は，実

際に得られたS－P表が「完全S－P表」（1）に近

 実際に得られるS－P表は，「完全S－P表」

となることはないし，「無作為S－P表」よりも

非等質性であるテストも考へ難いので，1＞D

＞0の範囲の値となる。

2－2差異係数Dの傾向

 いまあるテストを行はったとき，問題の正答

卒Pの傾向が，図一1のP曲線であるとする。

P曲線は全員ができる。または全員ができない

問題を含まなければ縦軸を切る曲線となる。次

いで生徒の総得点を記入してS曲線が作図され

る。S曲線を積分すればヒストグラム（累積密

度曲線）が得られる。ヒストグラムと差異係数

Dとの関係を概念的に示したものが図一1であ
る。

問題

生

徒

生
徒
数

0  合計得点 P O

二項形分布 正規形分布

n O．

一様分布

n O       n 0

双峰分布     U字形分布

（言異係笑）小
←一一 竭闃ﾔの相互関係一一一→

大（奮異係祭）

図一1 P曲線固定としたときのS曲線と差異係数D
   （参考文献（4）より引用）
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 図一1に示される形状のP曲線は，難易度の

与えかたの代表的な例で，入学試験等ではこの

ようなP曲線により出題すると，ヒストグラム

は正規分布に近くなる（5）。

 この場合，問題の相互関係が大きいとき（試

験範囲が小さく，授業内容と設問の非等質性が

小）は，S曲線がP曲線に近づいて一様分布，

双峰分布に近づき差異係数Dの値は小さくなる。

逆に入学試験，学年末試験等の場合のように問

題の相互関係が小さいときは正規分布に近いヒ

ストグラムとなり差異係数Dの値が大きくなる。

 極端な場合，S曲線がP曲線と一致すれば「完

全S－P表」となり，ヒストグラムが二項分布

になりS曲線が垂直に近づくときは「無作為S

－P表」となる。すなはち，入学試験等のよう

な試験範囲の広い試験では，やさしい問題（正

答率の高い問題）を，よくできる生徒（総得点

の高い生徒）が正答するというルールが必ずし

も守られなくなり，問題の注意係数CP（1〕が下

がるためS曲線がP曲線から離れて行き，差異

係数Dの値が大きくなる。図一1のP曲線にも

かかはらずS曲線が垂直に近づき全員が50点近

い得点となるときは，現実にはこのようなこと

はないが，無作為得点に近いことになる。

 S－P表分析は，学校教育の評価が目的であ

るから，試験範囲も，学期末テスト程度を対象
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とするものをテスト型テスト，授業の区切りで

行なう小テストをドリル型テストと称している

が，問題の相互関係は当然テスト型テストでは

小さく，ドリル型テストでは大となる。従って

差異係数Dの値は，テスト型テストの場合は，

ドリル型テストよりも大きくなるのが普通であ

る。テスト型テストでは差異係数Dの値は0．5

程度が標準であり，O．6以上は要注意，ドリル

型テストでは0．4程度が標準であり，0．5以上

は要注意という提案もある（3〕。

3．拡張S－P表における差異係数D＊

 拡張S－P表は，期末試験等で通常行なはれ

る任意配点のテストに適用しようとするもので

あるから，テスト型テストの傾向が一般のS－

P表と同じであるかを評価することになる。

3－1 拡張S－P表における差異係数D＊

拡張S－P表は，先に報告したとお｝）｛1），図一

2のように作図する。S曲線は一般のS－P表

と同じく，生徒の総得点で作図されるので形状

は似ているが，P曲線は問題の配点が任意であ

り各問の正答率Piで作図するので，一般のS－

P表に較らべて間隔が長くなる。このS曲線と

P曲線で囲まれる面積が評価の対象となる。

設問
配点

1

3 1 4 2 生徒の

30点 20点 20点  30点
総得点

100点

1OO点

90点

90点

80点

70点
No．i

＿生徒得点→
、

S曲線

20点
15点

P P
3   1  4   2

O％

↑

配
点
に

対
す
る

平
均
正
答

率
↓

1OO％

（・）S曲線

図一2 拡張S－P表の作図

（b）P曲線
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 2－1章で定義した一般のS－P表における

差異係数Dと同じ考え方を拡張して，拡張S－

P表における差異係数D＊を次のとおり定義す

る。

    ぴ、算・；（・川 ．（乱、）

      看、S・（Mpi）

 但し，

ΣS＊（N，n，Pi）：実際に得られる拡張S
I二1

   －P表（生徒数N，問題数n，

   正答率P1一、）のS，P両曲線に

   囲まれた部分の面積

ΣS責（N，n，Pi）：無作為拡張S－P表
i＝1

   （徒数N，問題数n，正答率p1

   ＿、）のS，P両曲線に囲まれた

   部分の面積

 この定義について補足を加える。一般のS－

P表では，正解を1誤答を0とした問題を多数

設問することになるが，どの設問も荷重は均等

として扱われる。学期末試験の問題は任意配点

であり，これを採点するとき均等に点を与える

小区分に分けて採点できるならば一般のS－P

表解析の手法に従がうことができるが，筆者の

経験から点を均等に与える小区分に分け，その

小区分間の関連の少ない問題を作ることは困難

なことが多い。学期末試験で，例えば任意配点

の問題を4聞出題することは，テストを4回行

なうことに相当すると考えてみる。またその4

間の間では，その学期内の授業という一貫した

テーマが存在するから，非等質性は大きくはな

い（問題の等質性については先に報告（1））とす

れば，この4問を1つの拡張S－P表にまとめ

て評価することが可能ということになる。ここ

で学期末試験は生徒の学力を一様に評価する目

的で行なうのであるから密度曲線が正規分布に

近く，平均正答率が50％，標準偏差σの5倍の

範囲に得点が配置されるようなテストが良いと

されている（6〕。そのような出題の難易度（P曲

線）は，全問が一様に正答卒50％となるような

方法と，やさしい問題もむずかしい問題もまぜ

で，総得点の平均正答率を50％とする方法と二

通りある（6〕。

 後者の方法で出題すると各問のS－P表は（も

し作成可能な出題方法をとれば）ドリル型，テ

㌶㌶言機二幾簑∵㌶
析法はP曲線の型によりテストの型を分けて分

析を行なうが，着目するのは平均正答率Pであ

り，前述の二通りの出題を分けて分析すること

は行なわれていない。前者の出題方法と後者の

方法で，若し生徒の得点が一様（S曲線が45。

の傾斜）に得られだとすると，差異係数D＊の

値は前者の方が大きくなる。ここで筆者は差異

係数D＊の値を出題方法（P曲線の形状）によ

り変わることの少ない方法として拡張S－P表

の差異係数D＊の算出では（3，1）式のように

定義した。

3－2 差異係数D＊の算出

 （3，1）式を算出するアルゴリズムを述べる。
  n
（1）ΣS＊（N，n，Pi）の算出
  I＝1
 拡張S－P表の作図については図一2のとお

りとする。ここで図一3についてΣS＊（N，n，Pi）
               j＝ユ
の算出アルゴリズムを説明する。各問の正答卒

は図一3の例では品高品誌となる。1～
a（端数は四捨五入）の生徒にていては100点

から各生徒の得点を引き，（a＋1）～bの各

生徒の得点と75点の差を加える。以下同様にし

て成績の下（50番目の生徒）まで加えればS曲

線とP曲線に囲まれる総得点が求まる。図一3

の拡張S－P表土の総面積は，得点で表わすと

50名X100点＝5000点である。

         P
       4 1 3 2
       25  20  30  25
      1

45  75（イ守占）

図一3 拡張S－P表のモデル
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（2）ΣS農（N，n，Pi）の算出
  I＝1
 図一3について述べると，各問題の正答率P1

～P4が実際のテストで得られるので，問題1ピ

ついて配点は20点，正答率P1＝65％とすると平

均点は13点である。最初に0～20点を乱数によ

り各生徒に配点して平均点を求める。ついで平

均点が13点になるように乱数により生徒を決め

て点を加え（または減じ）て行く。この計算を

問題1～4について行ない，最終的に各生徒の

得点が決まるのでS曲線が決定する。このよう

にして求めたS曲線とP曲線に囲まれる面積（得

点数）を前と同じ方法で求める。1回の計算で

は危険であるので，以上の計算を5回行ない，

5回の平均面積を判定のデータに使用すること

とした。この計算で16ビットパソコン（OKI if

800／50）のBASIC言語で作成したプログラム

で30～40分かかる。また計算結果には同じデー

タについて行なっても0．08程度の巾がある。

4．差異係数D＊による試験結果の評価

 拡張S－P表土の差異係数D＊による実際の試

験結果の評価を行なった結果，一般のS－P表

分析で報告されている値（D二0．5を境いとし，

D≧0．5のときは要注意）と同じ値が得られた。

 ここに差異係数D＊による実際の試験結果の

評価で‘』良いテストと“要注意テストの例

を報告する。なおこのデータは筆者の担当する

授業の学期末テストのデータであるが，学籍番

号は変えてある。

4－1 “良いテスト”の事例

 この2つ（J－2，NT－2）のテストは，

何れも筆者が永年担当する科目で，大学3年生

の選択科目である。問題の出しかたも手馴れて

いるので“良いテスト’となったものと考えら

れる。

 事例J－2の評価データを表一1，図一4～

15に示す。問題は8問からなり酉己点は問1～6

は各々10点，問7が15点，問8が25点であり100

点満点としてある。差異係数D＊以外のデータ

は前回報告（1）したものである。このテストの拡

一彦                  73

張S－P表（図一4）より，一見して等質なテ

ストであることがわかる。D＊の値はO．405（図

一6）と求められた。但し前に述べた通り，試

行の都度値が多少違う。本例では5回試行した

が0．43＞D＞0．35の問で値が得られるので，そ

の中央と思われるデータについて，以下報告す

る。J－2テストのヒストグラムは図一5より，

平均点37点，標準偏差σ＝26点となるが，S曲

線を見るとプリテスト型（選抜試験型）テスト

に近い結果が得られている。理由は問7と問8

を難かしい設問とし，しかも配点を大きくして

成績評価を容易とするように問題を出したため

で，成績のよい学生を選択する目的には“良い

問題”となっている。表一1に見られる通り問

7，8は成績の良い学生しか出来ていない。各

問のヒストグラムは図一7～14のとおりである。

図一15の各問の適性度は何れも高い値となって

いる。適性度40以下は要注意の問題であるが，

このテストには含まれていない。このテストは

各問題の難易度を変えて，成績の累積確率曲線

 （ヒストグラム）を正規分布に近づけるという

出題方法で成功した事例である。（問7と問8

を除いた正答率の分布は，表一1で分かるとお

り，ほぼ理想的｛6）といえる）。

 次ぎの“良いテスト”の事例NT－2を本稿

末の付表一2，付図16～25に示す。差異係数D＊

は付図一18のとおり0，326と良い値を示す。付

図一25のとおり問題の適性度が60以上と高い値

となっているためである。NT－2は，前のJ

－2と違い，出題の難易度を一定とし，何れも

50％の正答卒を期待した。累積密度部分は正規

分布を期待したが，問3と問4が易さし過ぎた

ようである。付図一17のとおり平均点61点，σ

＝30点ということは正規分布と一様分布の中間

的な分布となっている。付図一16のS曲線が直

線に近いことから分布は一様分布に近つ“くこと

になっている。

  “良いテスト”の事例2つは，問題の難易度

のつけ方，即ちP曲線に関係なく累積密度分布

 （ヒストグラム）はテスト型テストで期待され

る正規分布，一様分布に近い結果が得られ，問
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表一1 試験結果のS－P配列（J－2）

              傘ヰt一■s－P表む■■■8  （ファイ’レ＝J－2，

順位学籍         問題        総得．点
     番号  1 2 6 4 3 5 7 8
「一丁一■、T■■・’一一’’一一一一一一’’’一一一一一■I－T’一■111 521  10 10 10 10 10 10 15 25 11001
121  601  10  8  4  9 10 10 15 25 1 911
131 221 10 10  5  5 10 10 15 25 1 901
141 381 10 10 10  5 10 10 15 16 1 861
151 571 10 10 10 10 10 10 15  8 1 831
151  111  10 10  5  5 10 10 15 18 1 831
151 731 10 10 10 10 10 10 15 8 1 831
181  71  10 10 10 10 10 10 10 1① 1 801
191  341  8 10 10 10 10 10 1①  8 1 7611101  491  10  8  9  5 10  0  15 16 1 731
1111  161  10  5 10  5 10  0 15 16 1 711
1121  91  1・o  0  6  10  10  10  15  8 1 691
1131  441  10  10  8  5  10  0  15  8 1 661
1141  81  10  10  10  7  10  10  ①  8 1 651
！151  551  8  10  10  10  10  0  15  0 1 631
1161  351  3  10  9  5  10  10  15  0 1 621
1161  301  10  5  9  5  10  0  －5  8 1 621
1161  131  10  5  4  10  10  0  15  8 ！ 621
1191  401  10 10 10 10 10 10  0  0 1 601
1191  391  10 10  5 10 10  0  15  0 1 601
1211  121  10 10  9 I0 10 10  0  0 1 591
1221  141  10 ．10  5  5 10 10  0  8 1 581
1231  151  5  3 】0  5 H  0 15  8 ！ 56！
1241  721  10  8  8 1．0 10  0  0  8 1 541
1251 511  0 10 10  5 10  0 10  8 1 531
1251  481  0 10  5  5 10  0 15  8 1 531
127！ 591 10 10  9 10 10  0  0  0 1 4911281  41  10 10 10  8 10  0  0  0 1 481
1291  11  3  0  5  7 10 10  3  8 1 461
1301 251 10 10 10 川  ①  5  0  0 1 451
1301  31 ．0  5 10  0 10 10  0  0 1 45；1321  211  5  0  0  5  0 10 15  8 1 431
1331  101  10  0  5  5 10 10  0  0 1 401
1331  171  10  0  0  5  10  0  15  0 1 401
1331  21  ”   0  5  7  －0  0  0  8 1 401
1361  “1  5  10  5  5  10  0  0  0 1 351
1361  471  5 10  5  5  0 10  0  0 1 351
1361  261  10  io  0  5  0  10  0  0 1 35！
13り  631  】O ユ0  5  5  0  0  0  0 1 301
1401  231  3  10  10  5  0  0  0  0 1 281
1411  411  10  8  4  5  0  0  0  0 1 271
1411  711  10  5  4  0  0  0  0  8 1 271
1431  661  10  5  5  5  0  0  0  0 1 251
1431  281  5  5  0  5  0  10  0  0 1 251
1．431  751  5  0  5  5  0 10  0  0 1 251
1461  451  10  5  8  0  0  0  0  0 1 231
い61  51  10  0  8  5  0  0  0  0 1 231
1481  681  10  4  8  0  0  0  0  0 1 221
1491  541  10  5  0  5  0  0  0  0 1 201
1491  361  10  5  0  5  0  0  0  0 1 201
1491  431  10  0  5  5  0  0  0  0 1 201
1491  691  5  0 10  5  0  0  0  0 1 201
1491  ？81  10  5  ①  5  0  0  0  0 1 201
1491  771  5  5  5  5  0  0  0  0 1 201
1551  671  3  5  5  5  0  0  0  0 1 181
1561  561  10  5  0  0  0  0  0  0 1 151
1561  701  10  5  0  0  0  0  0  0 1 151
1561  271  10  0  5  ①  o  o  o  o l 151
1561  191  o  o  0  5  10  0  0  0 1 151
1561  641  5  0  5  5  0  0  0  0 1 151
1561  311  10  5  0  0  0  0  0  0 1 151
1561  761  2  0  8  5  0  0  0  0 1 151
1631  321  8  5  0  0  0  0  0  0 1 131
1631  181  0  8  0  5  0  0  0  0 1 131
1651  791  5  2  5  0  0  0  0  0 1 121
1661  61  6  5  0  0  0  0  0  0 1 111
1671  371  10  0  0  0  0  0  0  0 1 101
1671  461  0  0  0  0  0 10  0  0 1 101
1671  291  10  0  0  0  0  0  0  0 1 101
1671  501  10  0  ①  0  0  0  0  0 1 101
1671  621  o  ①  0  0 10  0  0  0 1 101
1721  201  0  0  4  5  0  0  0  0 1 91
1731  611  5  3  0  0  0  0  0  0 1 81
1731  581  3  0  5  0  0  0  0  0 1 81
1751  421  3  0  0  2  0  0  0  0 1 51
1751  241  0  0  0  5  0  0  0  0 1 51
1751  531  o  o  0  5  0  0  0  0 1 51
1751  801  0  0  0  5  0  0  0  0 1 51
1791 651  0  0  0  0  0  0  0  0 1 01
1791  331  0  0  0  0  0  0  0  0 1 01
そF均点   ｛点〕     7．1   5．0   4．9   4．8   4．5   3．1   4．2   3，6    37．O

正答率 〔％〕  70，6 50，3 48，6 47，5 45，0 30，6 27，8 14，4  37．0
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生

徒

12 6435 7  8
           問題

淋淋S－P曲線からの解析淋淋

 標準学力テスト型で、総合的な
学力を測定する問題である。
 多少問題の難かしいものが．ある。

S－P曲線

S曲線

図一4

P曲線

J－2の拡張S－P表

 20

人16
数
 12

 8

 4

 0

、■

0 20   40   60 80 100

合計点

点数に対するピストダーラム

平均＝37．01点

図一5

標準偏差：26．49点

J－2のヒストグラム
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◎差異係数による解析

差異係数。・

O．4051

標準的
 差異係数値としては一般的である。
 指導方法としては特に問題はないと思える。

図一6 J－2の差異係数

◎難易度解析及ぴ得点度数分布

 60

生

徒45
数

 30

15

    0   2   4   6   8   1◎
 間               点数

この問題は満点が’10点の問題で、

平均点は 7．06点、標準偏差は3．83点です。

この問題はやや易しい雇めに生徒の学力を知るうえであまり適当でない。
この度数分布の特徴は、右（得点の大きい万〕に偏よっています。

0

1

図一7 J－2，問1のヒストグラム
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◎難易度解析及び得点度数分布

 40

生

徒30
数

 20

1◎

   ◎
    0   2   4   6   8   10

 間2            点数

この問題は満点がI10点の問題で、
平均点は 5．03点、標準偏差は4．17点てず。
この問題の難かしさは普通であり生徒の学力を知るうえで適当である。
この度数分布の特徴は、2つ以上山のある分布であります。

           図一8 J－2，問2のヒストグラム

◎難易度解析及ぴ得点度数分布

 40

生
徒3◎
数

 20

10

   0
    0   2   4   6   8   10
 間3              点数

この問題は満点が’10点の問題で、

平均点は 4．86点、標準偏差は3．89点です。

この問題の難かしさは普通であり生徒の学力を知るうえで適当である。
この度数分布の特徴は、2つ以上山のある分布であります。

図一9 J－2，問3のヒストグラム
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   ◎難易度解析及ぴ得点度数分布

 40

生

徒30
数

 20

10

    ◎   2   4   6   8   10
                     点数

この問題は満点が’10点の問題で、

平均点は 4．75点、標準偏差は3．34点てず。

この問題の難かしさは普通であり生徒の学力を知るうえで適当である。
この度数分布の特徴は、2つ以上山のある分布であります。

  0

間4

図一10 J－2，問4のヒストグラム

◎難易度解析及ぴ得点度数分布

間5

36人

■一一満点： 36人
…一一零点： 44人

             カイ自乗検定による難易度において
            カイ自乗値が3．84以上ならば’難かし過ぎるか
            易し過ぎ’る問題である事を示す。
            この問題のカイ自乗値は 1．60であるから
従ってこの問題は、生徒の学力；を知るうえで・適する。

      図一11J－2，問5の成績
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◎難易度解析及ぴ得点度数分布

79

 60

生

徒45
数

 30

15

   0
    0   2   4   6   8   1◎
 間6             点数

この問題ぽ満点が’lO点の問題で、
平均点は 3．06点、標準偏差は4．58点です。
この問題はやや難かしいだめに生徒の学力を知るうえであまり適当でない。
この度数分布の特徴は、左（得点の小さい万〕に偏よっています。

図一12 J－2，問6のヒストグラム

◎難易度解析及ぴ得点度数分布

 60

生

徒45
数

 30

15

   0

    0510152025 間子             点数

この問題は満点が’15点の問題で、

平均点は 4．16点、標準偏差は6．54点てず。

この問題はやや難かしいために生徒の学力を知るうえであまり適当でない。
この度数分布の特徴は、左（得点の小さい方〕に偏よっています。

図一13 J－2，間7のヒストグラム
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◎難易度解析及ぴ得点度数分布
 60

生

徒45
数

 30

15

     0510152025  問              点数

 この問題は満点が’25点の問題で、

 平均点は 3．59点、標準偏差は6．25点てず。
 この問題は難かし過ぎ’るために生徒の学力を知るうえで適当でない。
 この度数分布の特徴は、左（得点の小さい方〕に偏よっていまず。

       図一14J－2，問8のヒストグラム

◎適性度解析

      悪い←限界→良い      悪い←限界→良い

0

8

間1：指数（57〕 間6：指数（59〕

間2：指数16◎〕 問7：指数（83〕

間3：指数154〕 間81指数（64）

間4：指数149〕

 間5：指数（91〕

 指数値がI＋100になれば、この問題は生徒の学力を知るうえで最も理想的な
問題であり、指数値がIoとなる時が’、その限界である。

 従って指数値が．、負の値になれぱこの問題は生徒の学力を知るうえにおいて
あまり良い資料となりえない。指数値が一100になる時が最も矛盾している。

           図一15J－2の各問の適性度
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表一3 試験成果のS－P配列（TJ2）

順位 学
      番

「一■「一一
l 11
1 l1
1 31
1 41
1 51
1 51
1 71
1 71
1 91
1101
1111
1111
1131
1131
1131
1161
1171
1181
1191
1191
1211
1221
1231
1241
1241
1241
1271
1281
1291
1291
1291
1321
1331
1341
1351
1351
1371
1371
1391
1391
1411
1421
1431
1441
1451
1461
1461
1481
1491
1501
1511
1511
i531
L＿」＿＿

平均点
正答率

＊榊榊S－P表 傘まホ筆ホ （ファイル＝TJ2）

籍        問題
号   6  4  1  5  3  2
 丁一一一■一’一一・一一一0231
0301
0011
0441
0291
0021
0391
0091
0081
0271
0381
0061
0491
0151
0371
0201
0461
0401
0331
0041
0251
0281
0411
0071
0211
0511
0051
0501
0241
0191
0121
o1o1
0431
0471
0341
0321
0521
0031
0481
0361
0221
0131
0351
0531
0421
0181
0311
0261
0171
0451
0111
0161
0141
＾・＿L
〔点）

（％）

15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
ユ5

15
15
 0

15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
15
 0

15
15
15
15
15
15
 8

ユ5

15
 0

 0

 0

 0

13，2
87，8

20
20
20
20
20
20
20
20
10
15
15
 4

12
12
12
20
13
15
20
15
 8

13
18
10
 0

 5

10
 0

 5

20
15
 7

 0

 7

 6

 0

 8

10
 2

20
10
 0

 9

 2
 0

 0

 0

 0

 0
 0

 3
 0

 0

 9，6

48．2

15
15
15
15
15
15
10
8

15
15
15
15
15
 5

2

0

0

0

0

6

15
0

0

15
0

15
12
15
15
0

0

10
15
0

0

 0

 0

 0

 0

 1

 0

 0

 0

 0

 4

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 5，9

39．4

20
20
20
15
20
20
20
15
 5

13
 0

15
 2

20
15
10
20
10
 3

 0

 2

 7

15
 0

20
 5

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 3

10
10
 8

 5

 0

12
 0

 1

10
 0

 5

 0

 3

10
 2

 0

 4

 0

 3
 0

 7，5

37．5

8
8
0

4
0

 0

0

 7

15
 0

8
6

8
0

8
 5

0

8

8
3

5

8

8
0

5

0

0

2

0

0

5

0

0

0

0
 8

 2

 5

 0

 8

 0

 0

 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

7

4
0

0

0

0

4

0

2

0

0

0

0

0

1

0

0

7

0

0

0

0

0

0

0

4
0

0

0

2

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2．9  0，6
19．1  3．9

総得点

丁

⊥

 ■
781
781
771
73！
701
701
651
651
641
581
551
55！

521
521
521
501
491
481
461
461
451
431
411
401
401
401
371
361
351
351
351
341
331
321
3リ
311
30！
301
291
291
261
251
241
221
191
181
181
］71

151
 41
 31
 31
 01
＿」

39，7
39．7
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生

徒

6  4  1  5  3  2

間題

榊榊S－P曲線からの解析榊・

 標準学力テスト型で、総合的な
学力を測定する問題である。
 多少問題の難かしいものが’ある。

S－P曲線

S曲線 P曲線

図一26 TJ2の拡張S－P表

 20

人16
数
 12

 8

 4

 0
0 20   40   60 80   100

合計点

点数に対するヒストク’’ラム

平均＝39．68点  標準偏差：19．89点

  図一27TJ2のヒストグラム
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◎差異係数による解析

差異係数D・

O．635

要注意
 指導力法力’適してい旺い。
 他の分析法で原因を判読する必要が’ある。

図一28 TJ2の差異係数

◎難易度解析及ぴ得点度数分布

 40

生

徒30
数

 20

1◎

    0  5  10  15  20  25
 間                点数

この問題は満点が．15点の問題で、

・平均点は 5．91点、標準偏差は6．82点てず。

この問題の難かしさは普通であり生徒の学力を知るうえで適当である。
この度数分布の特徴は、左1得点の小さい万〕に偏よっています。

       図一29’TJ2，間1のヒストグラム

0

1
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  ◎難易度解析及ぴ得点度数分布

 60

生

徒45
数

 30

15

       0  5  10  15  20  25
                       点数

  この問題は満点が一15点の問題で、
  平均点は O．58点、標準偏差は1．61点です。
  この問題は難かし過ぎ’るために生徒の学力を知るうえで適当でない。
   この度数分布の特徴は、左（得点の小さい方〕に偏よっています。

        図一30TJ2，問2のヒストグラム

◎難易度解析及ぴ得点度数分布

     40

  0

間2

生

徒30
数

 20

10

    0  5  10  15  20  25
                    点数

この問題は満点が一15点の問題で、
平均点は 2．87点、標準偏差は3．73点てず。’

この問題は難かし過ぎる危めに生徒の学力を知るうえで適当でない。
この度数分布の特徴は、左（得点の小さい方）に偏よっていまず。

     図一31TJ2，問3のヒストグラム

  ◎

間3
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φ難易度解析及ぴ得点度数分布

85

 16

生

徒12
数

  8

4

   0
    0  5  10  15  20  25
 間4           点数
この問題は満点が20点の問題で、
平均点は 9．64点、標準偏差は7．55点てず。
この問題の難かしさは普通であり生徒の学力を知るうえで適当である。

この度数分布の特徴は、2つ以上山の奉る分布であります・

      図一32 TJ2，問4のヒストグラム

◎難易度解析及ぴ得点度数分布

 20

生

徒15
数

 10

   C
    0     5     10     15    20     25

 間5              点数

この問題は満点が一20点の問題で、

平均点は、7．51点、標準偏差は7．43点です。
この問題の難かしさは普通であり生徒の学力を知るうえで適当である。
この度数分布の特徴は、左（得点の小さい万）に偏よっています。

図一33 TJ2，問5のヒストグラム
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    ◎難易度解析及ぴ得点度数分布

 60

生

徒45
数

 30

15

      ◎  5  10  15  20  25
                       点数

  この問題は満点が．15点の問題で、

  平均点は13．17点、標準偏差は4．80点です。
  この問題は易し過ぎるために生徒の学力を知るうえで適当でない。。
  この度数分布の特徴は、右（得点の大きい万）に偏よっています。

       図一34 TJ2，問6のヒストグラム

◎適性度解析

      悪い←限界→良い       悪い←限界→良い

  0

間6

間6：指数（81〕

間4：指数〔62〕

間1：指数163〕

間5：指数159〕

間2：指数1－3）

 間3：指数（16〕

 指数値が’十100になれば、この問題は生徒の学力を知るうえで最も理想的な
問題であり、指数値が’0となる時が’、その限界である。

 従って指数値が、負の値になれぽこの問題は生徒の学力を知るうえ1こむいて
あまり良い資料となりえない。指数値が’一100になる時が’最も矛盾している。

          図一35TJ2の各問の適性度



                   佐々本

題の等質性を守れば差異係数D＊の値は，O．5以

下（極めて良いテストでは0．4以下）となるこ

とをしめしている。

4－2 要注意テストの事例

 このテストは筆者が昨年度（1986年4月）よ

り，初めて開講した授業の学期末テスト（7月

に施行）の結果の評価である。

 割列（TJ2）の評価データを表一3，図一

26～35に示す。難易度に差をつけて累積密度分

布（ヒストグラム）は正規分布となることを期

待したテストで，この件については期待どおり

である。図一25の結果は平均点40点，σ＝20点

で，分布は理想的といえる。しかし差異係数D＊

はO．635で要注意である。問題の注意係数CP

の示す所では問2，問3が難しすぎて，問6が

やさしすぎると出るが，差異係数D＊を悪くし

た原因は図一35の適性度解析に見られる問2と

問3の非等質性にある。

 適性度は，前回報告（1〕したが，よくできる生

徒が高い得点を取片），できない生徒の得点が低

い状態を示すもので，40以下は要注意，Oでは

全く上記傾向が認められない無作為データに近

いことを示し，負となると逆の得点パターンを

示す。図一35のとおり間2と問3の適性度は0

に近い（他の問題は正常である）。この2間の非

等質性が差異係数D＊をD≧0．5として要注意

の警告が出た。表一3，図一30より問2は配点

15点正答率3．9％，平均点0．58であり，図一31よ

り間3は配点15点正答率19％，平均点2．9，ま

たテスト全体では平均点40点（図一27）であるか

ら平均点40点中3．5点が非等質という状態であ

る。図一27のヒストグラムを見れば理想的なテ

ストであるが，内容は“悪いテスト’である。

非等質なテスト問題が出た原因は，S－P表分

析の示すところ，筆者の授業の不馴れ（要点を

しっか｝）と教えていない）と，問題の密着一1生が

低い（授業内容と設問が異質）ためであるとい

うことで問題を見直したが，左程おかしな問題

とも思えない。不馴れな授業では，こういうこ

とが起きるのかも知れない。そこで学生に本テ
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ストの意見を聞いたが「時間が足りなかった」

という返事が多かった。「時間の足りない」テス

トでは，このような適性度の悪い問題が出るの

かも知れない。もう一つ考えられる原因はカン

ニングである。学術誌にカンニングについて細

かくふれるのはどうかと思うので止めるが，カ

ンニングが行なわれれば当然問題の適性度は悪

くなる。

4－3 無作為拡張S－P表の評価

 前のTJ2のテストで得られたP曲線を変え

ないで無作為S－P表を3－2章の方法で作成

したものが，付表一4，付図一36～38である。

付図一36で分かるとおりS曲線はP曲線とはな

れてしまう。累積密度分布（ヒストグラム）は

付図一37のように，二項分布に近い。（図一26と

付図一37を比較願いたい。）平均点は勿論変わら

ない。この付図一36のS曲線とP曲線で囲まれ

た部分の面積が（3，1）式の分母を与えること

になる。この無作為拡張S－P表について差異

係数D＊を求めてみると付図一38のようにD＊二

1，076となった。乱数のデータと乱数のデータ

の比であるからD＊二1前後となると期待して

評価を試みた結果である。即ちD＊が1に近い

値となるテストは，各問の適性度が低く，得点

は無作為であり，授業とは異質なテストである。

 次いで，初めから無作為データをつくり，拡

張S－P表による差異係数D＊の評価を試みた

データを付表一5，付図一39～46に示す。付表

一5は生徒数50，問題数4，各問の配点を25点

として無作為データにより成績をつくったS－

P配列である。平均点は50点附近の筈であるが

付図一39のとおり平均点51点，標準偏差15点の

二項分布に近い分布となった。問題の正答率は

何れも50％附近である。拡張S－P表をつくる

と付図一40のようにP曲線は平担，S曲線は垂

直となり，両曲線に囲まれる面積は大きい。差

異係数はD＊＝1，031（付図一41）となる。正答

率Piを合わせて再び乱数によりデーターつくる

からD＊二1附近となる。各問題のヒストグラ

ムは付図一42～45のとおり，何れも一様な分布
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順位 学籍
       番号

「■■「    一一「
l 11   11
1 l1   21
1 11   81
1 11  321
1 11  391
1 61  291
1 71  161
1 71  171
1 71  191
1 71  201
1 71  231
1 71  251
1 71  301
1141  101
1－151    451

1161  261
1161  241
1181  211
1191  331
1201   51
1211  351
1221  271
1221  151
1241  311
1241  181
1261   31
1271  281
1281  121
1291   61
1291  341
1291  371
1291  411
1331  381
1341   91
1351  471
1361   41
1361  421
！361  431
1391  401
1401  361
1401   71
1401  111
1431  441
1441  131
1451  221
1461  141
1461  461
1461  481
L＿」」   ＿＿」＿

平均点 （点）
正答率 （％）

    S－P表の拡張に関する考察（その2）

   付表一2 試験結果のS－P配列（NT－2）

榊ホ州S－P表＊洲榊 （ファイル＝NT－2）

               問題          総得点
    3   4   5   6   1   2

’一一一一一’’’’一一一■’’・一一 嚠黶｡■ 10
  10

  10

  10

  10

  10

  10

  10

  10

  10

 10
  10

 10
  10

 10
  10

 10
 10
  6

 10
  10

 10
  10

  10

  10

  10

  10

  10

  10

  10

  10

  10

  10

  10

  0
  10

  10

  10

  10

  10

  10

  10

  10

  8
  10

  0
  0
  0

9 0

90 4

  13

  13

 13
  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

 13
  13

 13
  13

 13
 13
  13

 13
  13

 13
  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  3
  3
  13

  13

  0
  0
  0
  0

11 5

885

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  i3

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  13

  0
  13

  13

  13

  6
  13

  13

  13

  13

  0
  0
  13

  0
  13

  13

  13

  13

  13

  0
  3
  0
  13

  13

  13

  5
  0
  13

  13

  0
  0
  0
  0
  0
  0

9 0

68 9

  14

  14

  14

  14

  14

  14

  14

  14

  14

  14

  14

  14

  14

  14－

 10
  5
  5

 14
  14

  6
  3
  14

  14

  5
  0
  14

  5
  14

  14

  14

  14

  14

  3
  3
  0
  0
  0
  0
  5
  3
  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0

8 1

57 9

  25

  25

  25

  25

  25

  25．

  25

  25

  25

  25

  25

  25

  25

  25

 25
  25

  15

  15

  25

 25
  25

  15

  10

  25

  25

  8
  25

  5
  0
  0
  0
  0
  10

  10

  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0

13 3

532

  25

  25

  25

  25

  25

  20

  15

  15

  15

  15

  15

  15

  15

  10

  25

  15

  25

  15

  15

  10

  工0

  5
  10

  15

  20

  8
  10

  5
   0

  0
  0
  0
  10

  2
  25

  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0
  0

10 1

40 4

1 1001
1 1001
1 1001
1 1001
1 1001
1 951
1 901
1 901
1 go1
1 901
1 901
1 901
1 901
1 851
1 831
1 811
1 811
1 801
1 791
1 771
1 741
1 701
1 701
1 681
1 681
1 661
1 631
1 601
1 501
1 501
1 501
1 501
1 461
1 411
1 381
1 361
1 361
1 361
1 331
1 261
1 261
1 261
1 231
1 211
1 101
1  01
1  01
1  01
」L   ＿」

  61，0

  61．0



佐々木  彦 89

生

徒

3 4 5 6   1   2
           問題

榊榊S－P曲線からの解析榊榊

 演習間題型で、一連の学習項目
の理解を深めさせる問題である。
 多少問題が’’やさしずぎ’るものが’

ある。

S－P曲線

S曲線

付図一16

      P曲線

NT－2の拡張S－P表

 10

人8
数

 6

 4

 2

 ⑪
0 20   40   6⑪ 80   100

合計点

点数に封ずるヒストグラム

 平均：61．⑪0点  標準偏差＝30．14点

付図一17 NT－2のヒストグラム



90 S－P表の拡張に関する考察（その2）

◎差異係数による解析

差異係数D・

0．326

標準的
 差異係数値としては一般的である。

 指導方法としては特に問題はないと思える。

付図一18 NT－2の差異係数

0難易度解析及ぴ得点度数分布

 40

生

徒30
数

 20

10

⑪

    0  5  10  15  20  25
 間1              点数

この問題は満点が25点の問題で、
平均点は13．29点、標準偏差は11．49点てず。
この問題の難かしさは普通であり生徒の学力を知るうえで適当である。
この度数分布の特徴は、2つ以上山のある分布であります。

付図一19NT－2，問1のヒストグラム
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◎難易度解析及ぴ得点度数分布

91

 20

生

徒15
数

 10

5

   0
    0      5      10     15      20      25

 間2             点数

この問題は満点が25点の問題で、
平均点は10．lO点、標準偏差は9．23点です。
この問題の難かしさは普通であり生徒の学力を知るうえで適当である。
この度数分布の特蜘ま、矩形分布であります。

     付図一20 NT－2，問2のヒストグラム

◎難易度解析及ぴ得点度数分布

 60

生

徒45
数

 30

15

   0
    0   2   4   6   8   1⑪
 間3              点数

この問題は満点が．10点の問題で、

平均点は 9．04点、標準偏差は2．80点てず。

この問題は易し過ぎるために生徒の学力を知るうえで適当でない。
この度数分布の特徴は、右（得点の大きい方〕に偏よっていまず。

   付図一21NT－2，問3のヒストグラム



92          S－P表の拡張に関する考察（その2）

◎難易度解析及ぴ得点度数分布

 60

生

徒45
数

30

15

0
    0     5     10     15     20     25

 間4              点数

この問題は満点が13点の問題で、
平均点は11－50点、標準偏差は4．00点てず。
この問題は易し過ぎるをめに生徒の学力を知るうえで適当でない。
この度数分布の特徴は、右（得点の大きい方）に偏よっています。

     付図一22 NT－2，間4のヒストグラム ．

◎難易度解析及ぴ得点度数分布

 40

生
徒3◎
数

20

10

0

    0      5      1◎      15      20      25

 間5              点数

この問題は満点が13点の問題で、
平均点は 8．96点、標準偏差は5．82点てず。
この問題はやや易しいために生徒の学力を知るうえであまり適当でない。
この度数分布の特徴は、右1得点の大きい方〕に偏よっていまず。

      付図一23NT－2，問5のヒストグラム
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◎難易度解析及ぴ得点度数分布

 40

生

徒30
数

 20

1◎

    0     5     1◎    15     20     25

 間                点数

この問題は満点が’14点の問題で、

平均点は 8．10点、標準偏差は6．21点てず。

この問題の難かしさは普通であり生徒の学力を知るうえで適当である。
この度数分布の特徴は、2つ以上山のある分布であります。

0

6

         付図一24NT－2，問6のヒストグラム

◎適性度解析

       悪い←限界→良い       悪い←限界→良い

間3：指数（74〕     間2：指数（65〕

間4：指数185〕

間5：指数（57）

問6二指数（68〕

 間1：指数（90〕

 指数値が’十100になれば、この問題は生徒の学力を知るうえで最も理想的な
問題セあり、指数値が。となる時が、その限界である。
 従って指数値が一、負の値になれぽこの問題は生徒の学力を知るうえにおいて
あまり良い資料となりえない。指数値がL100になる時が’最も矛盾している。

           付図一25NT－2の各問の適性度
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94               S－P表の拡張に関する考察（その2）

             付表一4 無作為データのS－P配列

           ホ榊榊S－P一表淋ま榊  （ファイル＝TJJJ）

順位学籍      問題      総得点
     番号  6 4 1 5 3 2
「一丁一‘．丁’■■一一一一＾・■■’’一一一一一一丁一一■111  431
121  401
131  151
141  351
151  g1
161  281
171  11
171  411
191  41
1 gl  131
1111  51
1111  i61
1131  421
1131  291
1151  191
1工51  261
1151  201
1151  71
1191  271
1191  511
1211  311
1211  341
1231  31
1231  231
1251  471
1251  301
1251  361
1251  371
1291  381
1301  181
1301  251
1301  221
1301  111
1341  211
1351  501
1361  531
1361  491
1361  121
1391  461
1391  451
1391  101
1421  241
1431  521
1441  61
1451  81
1461  171
1461  441
1461  141
1491  321
1491  481
1511  331
1521  21
1531  391
L＿」＿i＿一＿L＿＿
平均点 （点）  13
正答率（％）  87

15  17
15  12
15  12
15  19
15  12
15  19
15  8
15   3
15  19
9  19
15   6
15  11
15  18．
15  15
15  13
15   8
15   6
13  2
13  10
15  17
15  14
12   1
15   6
11  14
15  14
15  15
15   6
15  8
15  2
15  17
15  10
15  10
8  18
15  8
13  16
14   0
10  11
13   4
14   8
13  12
15   4
4  17
 6   4
 5   2
15   5
15   9
 9   2
 9   3

15  8
10   5
 5   4
15   5
10   1

 1 9．6
 5 48．0

 11  13   5
 10  16   2
 10  1書  6
  4   9   8
 11  12   3
  7   0   9
 12  14   0
 11  17   0
  9   3   2
 13   2   5
 13   8   5
  8  11   0
  4   9   0
  2  13   1
 12   5   0
  4  18   0
  2  12  10
 14  16   0
 11  10   0
  0   4   8
  7   6   0
 11   8  11
  5  11   2
  6   3   6
  2  10   0
  1  10   0
  7   7   6
  1  11   6
  8  15   0
  2   1   3
  0  13   0
  3   9   1
  5   1   6
  8   6   0
  0   0   7
  5  10   5
  5   0   8
  1  16   0
  9   2   0
  5   1   2
  6   0   8
 11   0   0
 12   6   0
  5  13   1
  7   0   0
  0   0   3
  2  10   4
  4   4   7
  1   0   0
  1   3   0
  0  10   4
  2   0   0
  3   7   0

5．9  7．5  2．9  0

39，437，519．44

0

2

0

0

0

1

0

3

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

3

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

4

2

0

0

0

2

7

0

0

0

6

0

   611
   571
   561
   551
   531
   511
   491
   491
   481
   481
   471
   471
   461
   461
   451
   451
   451
   451
   441
   441
   431
   431
   421
   421
   411
   411
   411
   411
   401
   381
   381
   381
   381
   371
   361
   341
   341
   341
   331
   331
   331
   321
   311
   301
   291
   271
   271
   271
   261
   261
   231
   221
   211
」＿＿＿」

 39，7
 39．7
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生

徒
榊榊S－P曲線からの解析＊榊＊

 標準学力テスト型で、総合的な
学力を測定する問題である。
 多少問題の難かしいものがある。

6  4  1  5  3  2

間題

S－P曲線

S曲線

付図一36

P曲線

無作為データの拡張S－P表

 40

人32
数
 24

 16

8

0

0 20   40   60 80 100

合計点

点数に対するヒストグラム

平均＝39．66点  標準偏差＝ 9．46点

付図一37 無作為データのヒストグラム



96 S－P表の拡張に関する考察（その2）

◎差異係数による解析

差異係数D水

1．076

要注意、

 指導万法が適していない。

 他の分析法で原因を判読する必要がある。

付図一38 無作為データの差異係数
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       付表一5 無作為データのS－P配列（r－d l）

       ＊榊淋S－p表淋洲＊ （ファイル＝・一d1）

順1位 学籍       問題      総得点
      番号    3   4   2   1

「一丁一一I一丁一一一一一一■一一I一’一■丁’I■■
1 11  111  21  25  20  ユ5 1 8リ
1 21  241  20  16  19  24 1 791
131  321  20  20  22  16 1 781
1 41  461  18  17  19  20 1 741
1 51  271  20  18  17  18 i 73；
1 61   51  24  16  22  8 1 701
1  61    181    25    9    22    14  1  701

181  121  22  20  16  10 1 681
1 81    21   22   22   3   21  1  681
1101  391  24  12  21  10 1 671
1エ11  101  8  22  12  24 i 661
1王21  431  22  20  4  17 1 631
1121  501  15  20  16  12 1 631
1141  41  23  19  工9  0 1 6リ

1141 361 824 821；61；1161  291  8  21  15  16 1 601
1171   61  20  3  12  24 1 59…
1181  25i  ユ0  21  25  2 1 581
1 191    161    14    1ユ    14    18  1  571

1201   31  24  10  20  1 1 551

1211 141 2210 813153；1211  231  3  20  17  13 1 531
1 231    201    1i   10    18    13  1  521

1241  341   3  15  8  25 1 511
1251    81    7   18   17   8  1  501
1261  191   2  24  3  20 1 491
1261  421  5  15  5  24 1 491
1 281    281     8     6    13    21  1   481

1291   リ   17  13  11  6 1 471
1301  171  3  16  25  2 1 461
1301  221  6  13  22  5 ； 461
1301  491  3  工0  22  11 1 46；
1331  7！  24  5  9  7 1 45i
；331  371  22  1 16  6 1 451
1331  211  11  16  1  17 1 451
1361  301  11  5  12  16 1 441
1371  331  20  21  0  2 ； 431
1371  401  9  20  6  8 1 431
1391  151  20  12  8  1 1 411
140！  451  12  10  4  11 1 371
1401  471  2  2  10  23 1 371
1 421    381    10    0   18    7  1  351

1431  261  15  1  17  1 1 341
1 441     311     2    12     4    14   1   321

1451  351   7  7  10  7 ； 311
1461   gl  15  7  2  5 1 291
1471  441  6  6  13  2 1 271
1481  4リ   16  0  1  5 1 221
1491  481  1  0  6  13   201
，1・1 1・1 ・ ・ 。 。l l。，
L＿」L  ＿＿＿L＿＿＿  ＿＿          」L＿＿」

平均点 （点）  133 130 127 120  510
正答率 （％）  533 518 507・482  5エ。
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98 S－P表の拡張に関する考察（その2）

 20

人16
数
 12

 8

4

0

20  40  60 80 100

合計点

点数に対するヒストグ’ラム

平均＝51．00点

付図一39

標準偏差＝15．67点

r－d1のヒストグラム

生

徒

3   4   2   1
         問題

＊榊S－P曲線からの解析榊＊・

 標準学力テスト型で、総合的な
学力を測定する問題である。

S－P曲線

S曲線

  付図一40

     P曲線

r－d lの拡張S－P表
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◎差異係数による解析

差異係数。＊

1．⑪31

要注意
 指導方法が適していない。
 他の分析法で原因を判読する必要がある。

付図一41 r－d1の差異係数

◎難易度解析及ぴ得点度数分布

  8

生

徒6
数

  4

0

1

    0      5      10      15      20      25

 間               点数

この問題は満点がI25点の問題で、
平均点は12．68点、標準偏差は7．14点てず。
この問題の難かしさは普通であり生徒の学力を知るうえで適当である。
この度数分布の特徴は、2つ以上山のある分布であります。

付図一42 r－d1，問1のヒストグラム
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◎難易度解析及ぴ得点度数分布

  8

生

徒6
数

4 廿
2

    0  5  1⑪  15  20  25
 間2              点数

この問題は満点が25点の問題で、
平均点は12．04点、標準偏差は7．40点てず。
この問題の難かしさは普通であり生徒の学力を知るうえで適当である。
この度数分布の特徴は、2つ以上山のある分布であります。

     付図一43 r－d l，問2のヒストグラム

◎難易度解析及ぴ得点度数分布

 16

生

徒12
数

8

4

   0
    0  5  10  15  20  25
 固＿五            点数

この問題は満点が25点の問題で、
平均点は12．96点、標準偏差は7．21点てず。
この問題の難かしさは普通であり生徒の学力を知るうえで適当である。
この度数分布の特徴は、2つ以上山のある分布であります。

      付図一44 r－d1，問3のヒストグラム
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◎難易度解析及ぴ得点度数分布

  8

生

徒6
数

  4

2

0

4

    0      5       10      15     20      25

 間                点数

この問題は満点が25点の問題で、
平均点は13．32点、標準偏差は7．62点です。
この問題の難かしさは普通一であり生徒の学力を知るうえで適当である。

この度数分布の特徴は、矩形分布であります。

     付図一45 r－d1，問4のヒストグラム

◎適性度解析

       悪い←限界→良い

間4：指数（32〕

間3：指数140〕

問1：指数（30〕

間2：指数（26〕

 指数値が’十100になれば、この問題は生徒の学力を知るうえで最も理想的な
問題であり、指数値が’oとなる時が’、その限界である。

 従って指数値が’、負の値になれぽこの問題は生徒の学力を知るうえにおいて
あまり良い資料となりえない。指数値が一一100になる時が’最も矛盾している。

          付図一46 r－d lの各問の適性度
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である。ここで問題の適性度を見ると付図一46

のように何れも要注意（40以下）となる。適性

度がOに近くないのは問題数が少なく配点が高

いためと見られる。

5．研究成果のまとめと今後の研究課題

 拡張S－P表における差異係数D＊の定義

をP曲線を変えない方法で定義し，学期末テス

トについて評価を行なった。即ち一般のS－P

表分析法では全体の平均回答率Pに合わせて無

作為データをつくり，P曲線の型によりテスト

型，ドリル型，プリテスト型等に分類して差異

係数Dの値の範囲を経験的に求めている。今回

拡張S－P表で提案する差異係数D＊は，実際

に得られたP曲線を変えないで，各問題の正答

率Piに合わせそ無作為データをつくり，生徒の

無作為総得点によるS曲線とP曲線に囲まれる

面積と，実際に得られた拡張S－P表土のS曲

線とP曲線に囲まれる面積の比をもって定義し

た。この定義による差異係数D＊により学期末

テストの評価を試みたところ，下記の諸項が分

かったb

 （1）差異係数D＊の値は，乱数によるデータ

  の拡張S－P表の値との比を取るので，試

  行の都度値が変わるが，テストの等質性を

  調べる目安になる。D＊の値がO．5以上のと

  きは要注意である。“良いテストではO．4

  程度以下になる。

 （2）差異係数D＊の値がO．5以上のテストで

  は，問題の適性度解析を行なう必要がある。

  事例ではD＊＝0，635のテストで適性度の

  悪い問題が9％（得点）含まれていた。

 （3）適性度の悪い問題は，授業方法，設間内

  客を見直す必要があるが，他の原因には「試

  験時間が足りない」或はカンニングがある

  かも知れない。良い授業と良い試験を行な

  つことを研究しなければならない。

〔今後の研究課題〕

 （1）S－P表における差異係数Dは，テスト

  の結果を先ずマクロに調らべることで有効

S－P表の拡張に関する考察（その2）

  に使用されているが，拡張S－P表にっい

  て筆者の提案するD＊の値も同じ目的に使

  用できそうであることが分かった。今回報

  苦した方法では無作為データをその都度発

  生きせてD＊を計算したが，S－P表にお

  ける佐藤氏の研究のように分布を想定した

  近似値計算式（3×4）を求めれば計算の都度D＊

  の値が変わることがなくなる。今後の研究

  課題である。

 （2）拡張S－P表における問題注意係数CP

  については前回報告したが，生徒注意係数

  CSについても，研究する必要がある。

 （3）問題分析の適正なフローチャートを研究

  する必要がある。

 （4）更にデータを集めて評価する必要がある。

6．結   語

 拡張S－P表における差異係数D＊を定義して，

前に報告した（1）問題の注意係数CPと適性度と

の関連を実験的に求めて相互に矛盾のないこと

が分かった。差異係数D＊により，テストの等

質性をマクロに判定する方法は，一般のS－P

表分析で多くの報告があるが，拡張S－P表に

ついて筆者の定義するD＊の値も同じ目的に使

用できる。今後データを集積して更に検証して

行く所存である。

 最後に本研究に有効な御助言をいただいた，

電子工学科教授三上條工学博士に謝意を表し，

合わせて1985年，1986年度に本テーマのプログ

ラム作成とデータ評価に協力いただいた佐々木，

三上卒研生の担当諸君に感謝して今回の報告を

終ることとする。
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